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（論文内容の要旨） 
 
 快慶は、運慶と共に東大寺南大門の仁王像等を制作したことで知られる著名な仏師であり、その現存
作例は非常に多い。本研究では、その中でもとりわけ遺品の多い来迎印の阿弥陀如来立像に着目して考
察を行なう。阿弥陀如来立像は、日本において多数制作された仏像の1つであり、その中でも快慶作の阿
弥陀如来立像はその規範となったと考えられることから、その構造、技法を解明することは、修復や仏
像制作を行う上でもたいへん重要なことであると思われる。まず、本研究では東大寺俊乗堂快慶作阿弥
陀如来立像（以下東大寺像と略称する）の想定復元模刻、及び善光寺阿弥陀如来立像（以下善光寺像と
略称する）の修復を通し、快慶の用いた阿弥陀如来立像の技法研究を行なった。その結果、快慶の用い
たいわゆる三尺阿弥陀の木組み、割矧ぎなどの基本的な構造や金泥地に截金などの表面仕上げに関する
技法が復元制作を行う過程で解明することが出来た。 
 次に、本研究では、技法研究で得られた情報や経験などをもとに、修復を行った善光寺像の彫刻史に
おける位置付けと、それに対する東大寺像の新たな位置付けについて検討した。快慶の造像は、アン（梵
字）阿弥陀仏銘時代の前半生と法橋・法眼銘時代の後半生に大きく分けられる。善光寺像はこの後半生
の作例に形式的に非常によく似ているが、作者銘が確認できないため快慶作と断定することは難しい。
そこで、本研究では、善光寺像と東大寺像の技法研究を行った上で両像の詳細な比較を試みた。その結
果、善光寺像は快慶風ではあるが東大寺像に比べると造形面で差があり、同一作者である可能性は低い
のではないかという判断に至った。しかし、善光寺像は快慶の後半生の作風には非常に近いことから、
快慶の後半生の像についても東大寺像と比較したところ、善光寺像と同様の造形的な面での差異が認め
られた。そこで、快慶の後半生の像に注目し、善光寺像と東大寺像の比較検討から浮上した造形上の相
違を快慶作の基準作例と照らし合わせることにより、快慶の後半生の造像について検証を行なった。す
ると快慶の三尺阿弥陀は東大寺像と法橋銘時代の大円寺像のとの間に着衣形式、衣文の彫り方、面相、
全てにおいて造形的意識に変化が認められ、快慶の前半生にみられるいわゆる快慶らしい柔らかで繊細
な表現を目指すという意識が薄れていることが分かった。制作者の立場から見ると、これは快慶個人の
問題としてだけでは説明がつかず、その制作には今まで以上に弟子が深く関わり、快慶工房の在り方が
変化して行ったのではないかと思われる。大円寺像から始まる後半生の作例は、快慶が実際の制作の中
心となって造像を推進するのではなく、弟子に工房を任せるようになった時期であり、その作風は工房
  
制作の趣が強いものではないかと考えられる。つまり、快慶の後半生の造像は、責任者は快慶であるが
実際の制作は、高弟の行快などが中心になって行なっていたのではないかと推測される。本研究では、
善光寺像をこの頃の快慶工房作であると位置づけた。善光寺像には顔に錐点が細かく印されており、模
刻的要素が強く、そのことを裏付けている。従来、快慶作の三尺前後の阿弥陀如来立像は比較的小像で
あることから、工房制作であることにあまり着目されていなかったが、本研究では、制作技法の観点か
ら、また、現存作例が多く比較しやすい阿弥陀如来立像に注目することで、快慶工房の在り方が前半生
から後半生にかけて快慶から行快へと移行していく姿を想定することができた。これにより、善光寺像
は、快慶作とは言い切れないが非常に快慶の作風に近い像であることが理解できる。 
 最後に、これらのことを踏まえて、東大寺像の位置づけについて再考する。快慶の後半生が、もし、
弟子に大部分を任せた工房制作であるとするならば、東大寺像は、彩色などの技法面での分業は当然行
うが、快慶自身が基本的に制作を行ない、彩色等の細部まで指示を出して造った像であるといえる。三
尺阿弥陀に限定すれば、東大寺像は現存する快慶作品の中では、純粋に快慶自身の作であるといえる最
後の阿弥陀如来立像であり、快慶が阿弥陀如来像を表現する上でたどり着いた完成形の１軀であると筆
者は考える。その後、快慶は加齢による衰えとともに次第に弟子に工房を委ねていくのではないだろう
か。 
 以上のように、本研究においてこの東大寺像の復元模刻を行なうことにより、快慶の技法と表現につ
いて理解を深めることができた。さらには、善光寺像を快慶作品と照らし合わせることによって快慶工
房の在り方を検証することができた。このことは、快慶の造像を考える上で新たな一局面を開くもので
あり、今後の修復活動や制作の現場にも生かすことができれば、大変意義深いものであると考える。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 運慶とともに鎌倉時代を代表する仏師快慶については、これまで多くの研究の蓄積を得てきてはいる
が、40例近い作例が知られている割には個別の作品研究、総合的な作家研究ともに不十分で、まだまだ
多くの課題を残している状況である。 
 吉水快聞氏の研究は、東大寺俊乗堂像の模刻制作と長野・善光寺像の修復を通じて、最も快慶的な尊
像と言える来迎印の阿弥陀如来立像、いわゆる安阿弥様の阿弥陀像について、その構造・技法に関する
新知見を示し、また新たな問題意識として、快慶工房における快慶自作と工房制作の問題を提示された。 
 表面仕上げの制作を通じての金泥塗り・截金文様技法の解明や、割矧ぎ・割首技法の解明など、快慶
の技法の復元的考察が意義深く、また俊乗堂像と善光寺像の比較検討を通じて、快慶晩年期の作例には、
快慶自作とともに、弟子たちが主に制作に当たった快慶工房作というべき快慶風の像が含まれうる、と
の解釈を示された。広く「快慶様」を考えるべきとする議論で、その当否は今後の議論に委ねられるに
せよ、快慶様式研究に一石を投じる新たな問題提起としてたいへん意義深い。 
 本論文は、快慶の技法と表現について、修復・制作の観点からのみならず、美術史的にも重要な提言
を含んだ優れた論考と評価しうる。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 鎌倉時代を代表する仏師快慶は、数多くの傑作を残しているが、吉水はその中でも代表作といえる、
東大寺俊乗堂の阿弥陀如来立像を復元模刻した。仏像史上、技巧的に難易度の高い像を卓越した技術で
見事に模刻したことは高く評価したい。 
 彩色については、１、金泥を塗る際、数多くのサンプル実験を行い造像当初の彩色法を探した。截金
もきれいに施した。２、蓮弁・台座の彩色も美しく効果的である。３、光背の復元も像にあっている。 
  
 以上のように、模刻、彩色を通じて、技巧的に完成形とも言える快慶作阿弥陀如来立像を復元模刻し
たことは、仏像史研究の上でも大いに貢献するであろう。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 現存作例が極めて多い快慶作の阿弥陀如来立像について、吉水快聞は造形的特徴を丹念に分類し、ま
た東大寺俊乗堂像の模刻制作と善光寺像の修復を通じて、銘文の有無だけでは決定しきれない快慶自身
の制作への関与の度合いを実作者の立場から推考したことは、鎌倉時代の「仏像工房」の実態を考える
上で大いに評価できる。 
 また、まだ未解明の快慶作例の下地と表現仕上げを、東大寺像の模刻研究において本体を金泥地截金
で行い、台座と光背も含め再現したことも高い評価に値する。 
 
